
研究内容と結果

超耐熱合金切削工具の長寿命化を実現する

切りくず形状制御型新規工具の開発
航空機の部品などに使用される超耐熱合金の切削加工は、切削温度上昇に伴う損傷

のため工具寿命が短い。本研究では、切りくず形状を制御し切削熱を低減する新たな超
耐熱合金切削工具を開発した。その結果、従来工具に比べ工具寿命が２割以上向上した。
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従来の超耐熱合金加工の課題

高温の切りくずが工具に付着することで
工具温度が上昇し、工具強度が低下

課題解決方法

切りくずが工具に付着しにくい形状となる
よう、工具形状などを工夫

実験風景 加工の様子 加工中の瞬間的な状況 工具などの温度
加工機：ＮＣフライス盤 材料：インコネル７１８

工具：ラジアスエンドミル
高速度カメラによる画像 サーモグラフィによる熱画像

低温：青、高温：赤

工具形状設計の例

切りくずや工具の温度計算

試作工具の例

③工具形状の設計と試作

①超耐熱合金加工の“見える化実験”による加工現象把握

②切削シミュレーション ④性能実験の結果

⑤まとめ

切りくず 加工中の温度
（サーモグラフィによる測定）

工具損傷
（工具の刃の摩耗幅）

従来工具 １９５ ℃ ０．１８ ｍｍ

開発工具 １８５ ℃ ０．１４ ｍｍ

結果
切りくずが工具から離
れやすい形状になった

加工中の温度が５％
程度低下した

工具の摩耗が２３％
程度低減した

“見える化実験“や切削シミュレーションなどを用いて、新たな形状の超耐熱材料
加工用工具を開発した。その結果、切りくずの工具への付着が低減するなどに
より切削中の温度が低下し、工具寿命が２割以上向上した。
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